
会議名 長浜市指定管理者選定委員会 第２委員会（第５回会議） 

日 時 令和元年１０月３日（木） 

審査対象 高山キャンプ場 
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（申請者） 

12ページの利用料金・使用料金について、利用料金が使用料金

を下回っている、あるいは据置とされているが、こういう方針

としているメリットについての考えを教えていただきたい。 

高山キャンプ場の場合、条例で開設期間が４月１日から 11 月

末とされている。以前は雪の影響もあって、10月末で閉鎖され

ていたが、私どもは 10 月５日にいったん閉鎖し、その後、冬

支度をしている。消費税は 10 月１日からで実質１ヵ月の適用

であり、今期に関しては据置としている。来期からは申請書の

利用料金案としている。この案に関しては、周辺のキャンプ場

や同等クラスのキャンプサイトを参考にしている。高山キャン

プ場の場合は、安いということも人気の１つであり、他のキャ

ンプ場と同等まで値上げするというよりも、利用客のうちリピ

ーターが３割を超えていることもあり、あまりにもあげると不

都合が出ると考えられるため、この利用料金案が妥当であろう

と考えている。 

損益計算書の営業外収入の雑収入についての内容について、教

えていただきたい。毎年、営業外損失が出ているが、この雑収

入で相殺されているような感じであるが。 

雑収入には各種補助金等が含まれている。損害については、含

めるべきかどうかは検討したが、計算書では別とした。例えば、

自然塾の事業をするとしても、補助金をいただいて、何割かは

収入としている。補助金については、雑収入として後で入って

くることになるので、利益としては当然発生しているので取っ

ているが、もともと１つの事業としては収支を合わせて行って

いる。 

補助金等を含めた経常利益で収支が合うということか。 

ご認識のとおり。 

収支計画書の支出の経費は概ね実績ベースで計画されていると

いうことでよいか。 

実績ベースとしている。人件費については、14か月としている

が、実際賞与については出ていない時もある。除雪費は年によ

って変わるが、それ以外はほぼ実績ベースである。 

指定管理料と利用料金の範囲でやりくりされているということ

か。 

指定管理料と利用料金はほぼ見込まれた数字であり、そこから
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どうしても必要なものが光熱水費や燃料費になるため、最終的

には人件費で調節していかないといけない状況である。特に支

配人の給与が低い現状であるので、何とか売上を上げて見直し

をかけたいという思いがあるが、利用料金だけでは賄えないと

ころがある。指定管理料は今回減額されているが、少しでも上

げていただければという思いがある。 

会社全体で調整されているのか。 

基本的にはそれぞれの施設での独立採算である。例えば、昨年

はウッディパル余呉が台風被害を受けたが、このような場合は

対応することもある。 

高山キャンプ場は認知度が低いこと、また、道路幅が狭く、ワ

ンボックスやキャンピングカーでの利用の場合、かなり厳しい

のではないか。県内には有数のキャンプ場があって、ウッディ

パル余呉も有名な施設かと思うが、高山キャンプ場の運営につ

いて、山間部の資源をどのように活用しながら、認知度を高め

ていくのか、その抱負を聞かせていただきたい。 

認知度を高めることについては今年も実施しているが、キャン

プブームもあって、パンフレットをキャンプの専門店ではなく、

ホームセンターに設置いただいたり、フェイスブックやインス

タグラムにアップしたりしている。インスタグラムで高山キャ

ンプ場を検索すると、非常に多くの情報をアップいただいてい

る。それを見て来られる利用客も多くなっているので、ＳＮＳ

の上手い使い方をすれば、今まで以上に認知度は上げていける

と考えている。地域の資源の利用については、やまのこ事業も

そうだが、自主事業として“自然にタッチ“という事業を行っ

ている。非常にきれいな草野川の支流がキャンプ場の横を流れ

ているが、それを利用した自主事業や林道を歩く自然観察会を

行っている。またキャンプ場には炭焼きの窯があり、炭焼きも

行っている。雪が降る時期に実施するので、誘客が難しいとこ

ろがあるが、参加いただけるようＰＲしたい。道路幅が狭いこ

とについては、地元自治会長に毎年出向いて、多くの利用客が

あって迷惑をかけるかもしれないということを伝え、利用客へ

は電話での説明やホームページには道路幅が狭いことを掲載

し、注意を促している。 

ウッディパル余呉と高山キャンプ場では客層が全く違ってい

る。ウッディパル余呉は、学生や家族連れが多く、夜も騒がし

くされていて、県内のキャンプ場でも同様である。高山キャン

プ場については、本当のキャンプを楽しむ方が多く、例えばご

みの持ち帰りや挨拶を相互でされる等、リピーターが多く、そ

ういったお客様がずっと来ていただけるようなＳＮＳでの発信

やただ単に来てもらえればいいのではなく、県内でも屈指の取

組ができるキャンプ場を目指している。 

やまのこ事業の指定施設ということで、その役割は滋賀県の子

供たちに森林の大切さをアピールする事業として非常に大事な



 

 

役割を担っていただいている。申請書にはやまのこ事業につい

てのアピールがないように感じるが、この施設は利用収支だけ

でなく、やまのこ事業をしっかりやることも使命でもあろうか

と思うので、やまのこ事業の実績・効果を上げていただければ

よかったと思う。 
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高山キャンプ場の指定管理者として意義深い形で経営すること

が説明の中で見られたので、いろいろな形で経営努力いただき

たい。キャンプ場は、どうしてもファミリー層が中心になるの

で、遊具も設けたり、遊具の使用料金をとったり、子供たちが

キャンプに来ているのか、遊びに来ているのかわからないとこ

ろもあるが、高山キャンプ場は、山の資源を活かしながら、地

域との連携を図っておられることもあり、非常に評価できる。

今後も継続していただきたい。 

指定管理の受け皿としては十分である。先ほど人件費の説明を

いただいたが、支配人が非常に安い給与の積算であって、あり

得ないと感じた。正直、こんな企業はブラック企業である。本

来、指定管理者制度は経費の削減ではないはずで、効率的な運

営をやった余剰を再投資してもらって質を高めてもらうことが

目的のはずである。担当課が悪いのか、財政課が悪いのかわか

らないが、こういう経費配分をせざるを得ない部分については、

初期の目的を逸脱している。施設の魅力を上げるための制度の

はずが経費の削減だけに特化しているのではないか。この施設

だけではないかもしれないが、抜本的に経費の考え方を改めて

いかないと、移住・定住どころか、人がいなくなってしまうこ

ともあるのではないか。これを見て愕然として担当課に話を聞

いていたが、こんな積算をせざるを得ないことはあり得ないこ

とで、決算書を見ると正規職員の人件費はもう少し出されてい

るようで少し安心したが、指定管理料の積算根拠としてはあり

得ない話なので、行革で他の施設も含めて、再投資ができるよ

うな経費でないと施設の魅力はどんどん下がっていく。財政的

に厳しいかもしれないが、長期的に見たらマイナスになるので、

指導をしっかりしていただきたい。 

ロハス長浜が指定管理している他の施設はいずれも儲かる施設

でない中で、非常に前向きに捉えてくれていることが伝わって

きた。何よりも地域と連携することが前面に出ていたので、好

印象を受けた。職員の給与については、以前から懸念されてい

たが、給料は昨年に比べて上がったと社員から情報を得ている。

ロハス長浜は、昨年いくつかの施設の指定管理者となったが、

給料だけでなく、やりたいことをやらせてもらえるという魅力

で移住されている人がいることも聞いている。経営の方々と話

しても、それに甘えるのではなく、しっかりと実績を積んで給
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料を上げたいということをおっしゃっていたので、今後に期待

したい。 

非常に意欲的に取り組まれていることを感じた。高山キャンプ

場の自然を活かした取組をしていただけると思う。やまのこ事

業の指導員が２名配属されており、キャンプ場経営だけでなく

山の自然を勉強した人がいることはキャンプに来た人への指

導・説明ができ、非常によい環境であるかと思う。勘違いして

いたが、やまのこ事業はロハス長浜への委託ということで申請

書には記載がないことを所管課より聞いたので、キャンプ場の

経営ということであれば、申請書のとおりと理解した。引き続

き頑張っていただきたい。 

キャンプ場の経営は難しいところがあると思うが、アンケート

を取って、改善にも取り組まれている。またリピーターにも喜

んでいただいており、大変よい会社だと思う。地域密着という

ことで、草野川漁協と積極的に取り組まれていくこと、また自

然でのキャンプということで、地元の食材と合わせた取組をさ

れてもいいのではないか。 

経営的なところで申し上げると、貸借対照表を見るとあまり潤

沢ではないが、決算書をみると上手に利益管理をされている。

あまり利益を上げるのではなく、管理をしながら収支が合うよ

う目指されているようである。 

いろんな施設の指定管理をされているが、どれも地域との連携

を大事にされている印象を受けた。ただ、人件費が低く、これ

でモチベーションが上がるのかと思うが、年々給料は上がって

いるようだが、このあたりが改善点かと感じた。説明では独立

採算ということでもあり、人件費の件はどうかと思う。指定管

理は経費節減を目指すものではないので、そのあたりをもう少

し改善いただければと思った。全体としては、地域や地元、あ

るいは移住者のことを考えた方針を持っておられる、また、し

ょうがい者施設からの物品購入もされており、これらを踏まえ

ても妥当かと判断できる。 

いろいろと意見がありましたが、意見を踏まえて、当委員会で

は株式会社ロハス長浜を指定管理者候補として適当と判断して

よろしいか。 

異議なし。 

結論、株式会社ロハス長浜を指定管理者候補として適当と判断

する。 

 


